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概要 : このホワイト ペーパーでは、MSDE ユーザーにとって重要な、新しい SQL Server 2005 Express Edition の機能について説明します。既存の MSDE インストールを SQL Server 2005 Express にアップグレードする方法を取り上げ、MSDE インストールを SQL Server 2005 の他のエディションにアップグレードする時期を決定するための基準を示します。
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はじめに
SQL Server 2005 Express は、Microsoft® SQL Server™ 2005 データベースの無償版です。SQL Server 2005 Express は、Microsoft SQL Server 2000 をベースにした MSDE (Microsoft SQL Server 2000 Desktop Engine) に代わるものです。MSDE アプリケーションを開発した組織は、SQL Server 2005 Express への移行が簡単であることがわかります。SQL Server 2005 Express には、SQL Server 2005 データベース エンジンの新しい拡張機能と、SQL Server 2005 Management Studio Express Edition と呼ばれる、新しいグラフィカル ユーザー インターフェイスが含まれています。SQL Server 2005 Express は、データベース アプリケーションの設計と開発を容易にする Microsoft Visual Studio® と統合されています。 

MSDE と同じように、SQL Server 2005 Express は、アプリケーションと共に無償で頒布できる、使いやすいデータベース プラットフォームを提供するように設計されています。MSDE アプリケーションを SQL Server 2005 Express に移行するのは簡単です。SQL Server 2005 Express には、視覚的な構成ツール、XML データ サポート、アプリケーションの簡素化された展開など、MSDE に比べて数多くの重要な利点があります。このような変更によって、SQL Server 2005 Express と MSDE には、多数の重要な違いが生じました。
このホワイト ペーパーでは、MSDE ユーザーにとって重要な、新しい SQL Server 2005 Express の機能について説明します。SQL Server 2005 Express から削除された、少数の機能を補う次善策をいくつか示します。さらに、既存の MSDE インストールを SQL Server 2005 Express にアップグレードする方法を示し、MSDE インストールを SQL Server 2005 の他のエディションにアップグレードする時期を決定するための基準を提示します。
SQL Server 2005 Express は、SQL Server 2005 製品ラインの他のエディションと同じ、コア データベース エンジンに基づいて構築されました。SQL Server 2005 Express には、SQL Server 2005 の他のエディションと同じ重要なデータ型とプログラム機能があり、いくつかの点で MSDE より優れています。優れた点は以下のとおりです。
· 最大データベース サイズの拡大
· ワークロード ガバナなし
· SQL Server 2005 Management Studio Express Edition

· CLR 統合
· 新しいデータ型
· ユーザー インスタンスのサポート
· Reporting Services

· SQL Service Broker

· フルテキスト検索
· 拡張されたセキュリティ機能
SQL Server 2005 Express のシステム必要条件
SQL Server 2005 Express のハードウェアとソフトウェアの必要条件は以下のとおりです。
ハードウェア
SQL Server 2005 Express は、MSDE と同じハードウェアで動作します。推奨するシステム必要条件は、以下のとおりです。
· プロセッサ - 600-MHz 以上のプロセッサ。1-GHz のプロセッサを推奨。 

· RAM - 256 MB 以上の RAM。512 MB の RAM を推奨。
· ディスク領域 - Microsoft .NET Framework V2.0 をインストールすることを前提に、170 MB 以上のディスク空き領域。
注 : 64-bit Microsoft Windows® XP Professional x64 Edition または Microsoft Windows Server® 2003 x64 editions で、SQL Server 2005 Express を 32 ビット アプリケーションとして実行できます。Windows on Windows 64 (WOW64) サポートによって、64 ビット コンピュータ上で 32 ビット SQL Server 2005 Express を実行できます。SQL Server 2005 Express は、IA64 コンピュータにはインストールされません。
ソフトウェア
SQL Server 2005 は、次の Microsoft オペレーティング システムでサポートされます。
Microsoft Windows 2000 (Service Pack 4) の全エディション
· Microsoft Windows XP (Service Pack 2) の全エディション
· Microsoft Windows Server 2003 (Service Pack 1) の全エディション
· Microsoft Windows Small Business Server 2003 (Service Pack 1) の全エディション
注 : SQL Server 2005 Express は、さらに .NET Framework 2.0 と Internet Explorer Service Pack 1 が必要です。.NET Framework 2.0 の再配布可能ファイルは、Dotnetfx.exe です。このファイルのサイズは 22 MB で、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=47248 からダウンロードできます。 

MSDE と SQL Server 2005 Express の機能比較
MSDE と SQL Server 2005 Express の主要なデータベース機能は類似していますが、MSDE と SQL Server 2005 Express の機能とデータベース性能は異なります。以下の表は、MSDE と SQL Server 2005 Express の機能比較です。
	機能
	MSDE
	SQL Server 2005 Express Edition 

	インスタンスの最大数
	16
	16

	プロセッサの最大数
	2
	1

	最大 RAM
	2 GB
	1 GB

	最大デーベース サイズ
	2 GB
	4 GB

	ワークロード ガバナ
	あり
	なし

	グラフィカル管理ツール
	なし
	あり

	ユーザー インスタンス
	なし
	あり

	SQL エージェント
	あり
	なし

	DTS ランタイム
	あり
	あり (Web ダウンロード)

	レプリケーション
	マージのみ
	マージ サブスクリプション
スナップショット サブスクリプション
トランザクション サブスクリプション

	BI 機能 (Analysis Services、Integration Services)
	なし
	なし

	レポート サーバー
	なし
	あり (SQL Server 2005 Express with Advanced Services と共にインストール)

	Service Broker
	なし
	クライアントのみ

	フルテキスト検索
	なし
	あり (SQL Server 2005 Express with Advanced Services と共にインストール)

	Windows 9x サポート
	あり
	なし

	必要な MDAC
	あり
	なし

	Business Intelligence Development Studio (BIDS)
	なし
	あり (SQL Server 2005 Express Toolkit と共にインストール)


SQL Server 2005 Express が MSDE より優れている主な点
SQL Server 2005 Express は、新しい SQL Server 2005 リレーショナル データベース エンジンに基づいて構築されているため、以前の SQL Server 2000 テクノロジに基づく MSDE よりも利点があります。SQL Server 2005 ファミリから SQL Server 2005 Express が継承する、コア データベース エンジンの強化に加えて、SQL Server 2005 Express は再設計され、いくつかの主要なデータベース性能や特性が変更されました。 

最大データベース サイズが拡大
SQL Server 2005 Express が MSDE より優れている最も重要な点の 1 つに、データベース サイズの拡大があります。MSDE の最大データベース サイズは 2 GB です。SQL Server 2005 Express は、最大データベース サイズを 4 GB に増やすことによって、MSDE の最大データベース サイズを事実上 2 倍にしました。最大 4 GB とは、インスタンス単位ではなくデータベース単位であることに注意する必要があります。たとえば、1 つの SQL Server 2005 Express インスタンス上に複数の 4 GB データベースを構築でき、このデータベースをすべて同時にネットワークに接続できます。
ワークロード ガバナなし
SQL Server 2005 Express が MSDE より優れたもう 1 つの重要な点は、MSDE ワークロード ガバナを持たないことです。MSDE クエリ ガバナは、誤解されやすい MSDE 機能で、MSDE を使用できるワークロードの種類を制限することを目的としたものです。9 以上の同時接続がある場合、MSDE クエリ ガバナは、ユーザー接続が読み取り操作または書き込み操作を要求するたびに、ユーザー接続を数ミリ秒間ストール状態にすることでパフォーマンスを制限します。
MSDE クエリ ガバナの詳細については、Microsoft Developer Network (MSDN) にあるThe SQL Server 2000 Workload Governer (http://msdn.microsoft.com/library/?url=/library/en-us/architec/8_ar_sa2_0ciq.asp) (英語) を参照してください。 

SQL Server 2005 Express には、ワークロード ガバナは含まれていません。SQL Server 2005 Express に存在する唯一のパフォーマンスに関する制限事項は、アクセスできるのが単一の CPU と 1 GB の RAM のみであるということです。これは、MSDE の 2 CPU と 2 GB の制限より劣ります。しかし SQL Server 2005 Express は、MSDE ワークロード ガバナが提供するより、はるかに予測しやすい環境を提供します。新しい SQL Server 2005 Express では、最大 1 GB の RAM と現在の高パフォーマンス プロセッサが一体となり、多数の同時使用ユーザーに十分な容量を提供します。
注 : SQL Server 2005 Express が Windows XP Home で動作している場合は、同時接続は 5 に制限されます。Windows 2000 または Windows XP Professional で動作している場合は、同時接続は 10 に制限されます。ただし、これはオペレーティング システムの制限であって、SQL Server 2005 Express の制限ではありません。
SQL Server 2005 Management Studio Express Edition

SQL Server 2005 Express のグラフィカル ユーザー インターフェイス ツールによって、初心者であっても、SQL Server 2005 Express のデータベース機能を簡単に使用できます。新しい SQL Server 2005 Management Studio Express (SSMSE) は、個別 Web ダウンロードとして利用できます。これは、SQL Server 2005 Express Edition with Advanced Services と SQL Server 2005 Express Edition Toolkit にも含まれています。SSMSE は簡易データベース管理とクエリ分析機能を実現し、SQL Server 2005 Express で再配布可能です。図 1 は、SSMSE インターフェイスの説明図です。SSMSE は、http://msdn.microsoft.com/vstudio/express/sql/download/default.aspx (英語) からダウンロードできます。 
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図 1:SQL Server 2005 Management Studio Express

SQL Server Management Studio Express は、他の SQL Server 2005 エディション、SQL Server 2000、および MSDE 2000 だけでなく、SQL Server 2005 Express に対するローカル接続とリモート接続の両方をサポートします。データベース、テーブル、ビュー、ログイン、およびユーザーの作成と変更などのデータベース管理機能のすべては、SQL Server の他のエディションで利用できる完全な SQL Server Management Studio の該当機能と同じです。SQL Server Management Studio Express には Query Editor ツールが含まれており、これによってユーザーは、Transact-SQL を使用してサーバーを管理できます。
CLR 統合
SQL Server 2005 Express が SQL Server 2005 ファミリから継承する主要な機能の 1 つのは、.NET 共通言語ランタイム (CLR) の統合です。.NET CLR と SQL Server 2005 Express の統合によって、任意の.NET Framework 言語を使用してデータベース オブジェクトを作成できます。プロシージャ言語である Transact-SQL とは異なり、.NET CLR データベース オブジェクトは、Microsoft Visual Basic® や Microsoft Visual C#® などの完全なオブジェクト指向言語を使用して構築されます。SQL Server 2005 Express は、以下のデータベース オブジェクトの作成をサポートします。
· ストアド プロシージャ
· ユーザー定義関数
· トリガ
· ユーザー定義型
· ユーザー定義集計
新しい .NET CLR オブジェクトは、ネイティブ Transact-SQL データベース オブジェクトと全く同じように使用できます。オブジェクト指向の .NET Framework 言語は、コンパイルされ、最新の構造プログラミング演算子を備えているため、複雑なロジックを必要とするデータベース オブジェクトには最適の選択です。さらに、.NET CLR データベース オブジェクトは、拡張されたストアド プロシージャの優れた代替になります。SQL Server エンジンと同じプロセス アドレス領域で実行される拡張プロシージャと異なり、.NET データベース オブジェクトは .NET CLR に含まれています。さらに .NET CLR オブジェクトは、.NET Framework を構成する事前構築された何百ものメソッドを利用できます。ただし Transact-SQL ストアド プロシージャのすべてを、新しい CLR ベースのオブジェクトと置換する必要があると言っているのではありません。Transact-SQLは、今なお、データ中心のストアド プロシージャと関数にとってベストな選択です。 

すべてのアプリケーションが CLR サポートを必要としているわけではないので、SQL Server 2005 Express における CLR サポートは、既定では無効になっています。SQL Server 2005 における CLR サポートを有効にする場合は、SQL Server 2005 Surface Area Configuration ツールを使用します。
CLR サポートを有効にするには
1. [スタート] メニューを開きます。[すべてのプログラム] → [SQL Server 2005] → [構成ツール] → [SQL Server Surface Area Configuration] の順にクリックします。
[Surface Area Configuration for Features] をクリックします。
2. [Select a component, and then configure its features] リストから、[CLR Integration] を選択します。 

3. [Enable CLR integration] チェック ボックスをオンにして、[OK] をクリックします。
新しいデータ型
SQL Server 2005 Express が SQL Server 2005 から継承する、MSDE より優れたもう 1 つの重要な利点は、新しい SQL Server 2005 データ型のサポートです。SQL Server 2005 には、新しい varbinary(max) データ型に加えて新しい XML データ型があります。新しい XML データ型では、型指定された XML ドキュメントと型指定されていない XML ドキュメントをサポートします。どちらの場合も、SQL Server リレーショナル データベース エンジンによって、XML データ型に挿入されたデータは整形された XML になります。型指定されている XML ドキュメントの場合、関連する XSD (Extensible Schema Definition) でコンパイルすると、SQL Server は XML データのみを格納します。 

SQL Server 2000 と MSDE によってサポートされている初期の image データ型のように、新しい varbinary(max) データ型では 2 GB までのデータを格納でき、その主たる目的は、ビットマップ、jpeg などの大きなバイナリ オブジェクトやその他の大きなバイナリ オブジェクトを格納することです。ただし、以前の image データ型 (アプリケーションは、バイナリ データの読み取り/書き込みに全く異なるデータ アクセス メカニズムを使用する必要があった) とは異なり、新しい varbinary(max) データ型を使用すると、アプリケーションは、他の SQL Server データ型と同じ方法で、格納されているデータにアクセスできます。
ユーザー インスタンスのサポート
SQL Server 2005 Express が MSDE より優れたもう 1 つの重要な利点は、ユーザー インターフェイスのサポートです。MSDE では、サーバー インスタンスのみをサポートし、ユーザー インスタンスはサポートしません。ユーザー インスタンスでは、.NET Framework で構築されたデータベース アプリケーションの展開を簡素化します。ユーザー インスタンスは、通常のサーバー インスタンスと同様です。ただし、セットアップ中にのみ作成される標準の SQL Server インスタンスと異なり、ユーザー インスタンスは要求に応じて作成されます。データベースに直接接続する場合、ユーザーは管理者である必要はありません。ユーザー インスタンス キーワードが、ネイティブ SQL クライアントの接続文字列の一部として使用される場合に、ユーザー インスタンスが作成されます。さらに AttachDBFileName キーワードは、アプリケーションをターゲット データベースに接続できるようにする、SQL Server の .mdf データベース ファイルの名前とパスを指定するために使用されます。以下の接続文字列は、SQL Server 2005 Express におけるユーザー インスタンス サポートの使用を示しています。  

"Data Source=.\SQLExpress;integrated security=true;

attachdbfilename=|DataDirectory|\mydb.mdf;

user instance=true;"

アプリケーションは、接続をオープンしたユーザーとして動作している SQL Server 2005 Express のユーザー インスタンスに接続します。これは、SQL Server 2005 Express のみで利用できる機能です。
Reporting Services

MSDE と同様に SQL Server 2005 Express は、Analysis Services、Integration Services、またはデータ マイニングなどのビジネス インテリジェンス (BI) 機能を備えていません。しかし SQL Server 2005 Express では、Reporting Services をサポートしています。SQL Server 2005 Express の初期バージョンには Reporting Services は含まれていませんでしたが、現在は個別ダウンロードによって利用できます。SQL Server 2005 Express Edition with Advanced Services には、Report Server が用意されています。SQL Server 2005 Express Toolkit には、Business Intelligence Development Studio が用意されています。
SQL Server 2005 Express は、Reporting Services 用のローカル サーバーにあるリレーショナル データのデータ ソースとして使用できます。さらに SQL Server 2005 Express の Reporting Services では、Excel、PDF、イメージ、印刷、および DHTML 形式でレポートを表示できます。SQL Server 2005 Express の Report Manager ユーティリティは、レポートを管理します。SQL Server 2005 Express で使用される Reporting Services レポートは、他の SQL Server 2005 エディションの Reporting Services と完全な互換性があります。
SQL Service Broker

SQL Server 2005 Express によってサポートされる新しい SQL Server 2005 の開発機能は、新しい SQL Server Service Broker をサポートするためのものです。MSDE にはこれに該当するものはありません。SQL Server 2005 Service Broker は、非同期メッセージング アプリケーションの作成をサポートする、アプリケーション開発フレームワークです。SQL Server 2005 Express は、SQL Server 2005 の他のエディションで動作する SQL Server Service Broker アプリケーションに対するクライアントとして機能できます。これは、分散している一連の SQL Server 2005 Express システムで動作する複数のアプリケーションすべてが、SQL Server 2005 の他のエディションの 1 つを実行している中央 SQL Server 2005 システムに接続するという、スケールアウトのシナリオでは有効です。SQL Server 2005 Express は、内部インスタンスの SQL Server Service Broker メッセージングもサポートしていることに注意する必要があります。このメッセージングは、SQL エージェントが MSDE と SQL Server 2005 の他のエディションに提供する、ジョブ スケジューリング機能のいくつかを置換するために使用できます。タスクを管理するための SQL Server Service Broker の使用の詳細については、Microsoft TechNet の http://www.microsoft.com/technet/technetmag/issues/2005/05/ServiceBroker/default.aspx （英語） を参照してください。
フルテキスト検索
フルテキスト検索のサポートは、SQL Server 2005 Express の初期のリリースでは存在しなかった、もう 1 つの機能です。ただし、SQL Server 2005 Express Edition with Advanced Services ダウンロードで利用できます。SQL Server 2005 の他のエディションの場合、SQL Server 2005 Express のフルテキスト機能を使用すると、SQL Server データベースに格納されているテキスト データに対して、キーワード ベースのクエリのインデックスを高速かつ柔軟に作成できます。文字パターンに対してのみ有効な LIKE 述語とは異なり、フルテキスト検索では特定言語のルールに基づいて単語や語句を処理します。char、varchar、nvarchar、varbinary(max) および image データ型を使用する列に対して、フルテキスト インデックスを構築できます。ただし、ユーザー インスタンスでは機能しません。これは、SQL Server 2005 Express でのフルテキスト検索の制限の 1 つです。
拡張されたセキュリティ機能
SQL Server 2005 Express が MSDE より優れたもう 1 つの重要な利点は、製品に組み込まれている拡張されたセキュリティ機能です。SQL Server 2005 Express は、既定ではセキュリティで保護された状態でインストールされます。ネットワーク接続は無効になります。同様に、CLR のサポートも無効になります。この機能を使用するためには、明示的に有効にする必要があります。さらに、SQL Server 2005 製品ラインの他のメンバと同様、SQL Server 2005 Express にはデータベースのデータを暗号化する機能があり、その結果、機密データにアクセスできるのは適切なアクセス許可を持つユーザーのみになります。SQL Server 2005 Express では、対称暗号化と非対称暗号化の両方がサポートされます。
SQL Server 2005 Express に含まれていない MSDE 機能
SQL Server 2005 Express には、堅牢なセットアップ UI、CLR サポート、GUI ツールや Visual Studio 統合などの、MSDE に存在しない機能があります。ただし、MSDE に存在する機能のいくつかは、SQL Server 2005 Express に含まれていません。
Windows 9x サポート
MSDE は SQL 2000 テクノロジで構築され、Windows 9x プラットフォームで使用できます。SQL Server 2005 Express は SQL Server 2005 テクノロジで構築され、Windows 2000 SP4 以上の Windows プラットフォームが必要です。ただし、Windows の旧バージョンで動作している MSDE アプリケーションは、最新のオペレーティング システムの拡張機能やセキュリティ更新プログラムを利用できません。同様に、Windows ファイアウォールなどの新しいセキュリティ機能も利用できません。 

DTS ランタイム
MSDE に付属している Data Transformation Services (DTS) ランタイムは、SQL Server 2005 Express には付属していません。DTS ランタイムによって、SQL Server 2005 Express は既存の DTS パッケージを実行できます。DTS ランタイム コンポーネントは SQL Server 2005 Express に組み込まれていませんが、ダウンロードして SQL Server 2005 Express と共にインストールできます。DTS ランタイムのインストーラは、http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=d09c1d60-a13c-4479-9b91-9e8b9d835cdc (英語) にある Microsoft ダウンロード センターから入手できます。
SQL エージェント
SQL エージェントは SQL Server のサービスで、SQL Server に対するジョブ実行を自動的にスケジュールするために使用されます。一般的には、DTS パッケージの実行をスケジュールするか、データベース バックアップのようなシステム メンテナンスを実行するために使用されます。SQL エージェント サービスは、MSDE に含まれていますが、SQL Server 2005 Express には含まれていません。ただし、SQL Server 2005 Express に対してジョブをスケジュールする場合、Windows に組み込みのタスク スケジューラを使用できます。ダウンロード可能な DTS ランタイムと共にタスク スケジューラを使用して、DTS パッケージの実行を自動的にスケジュールできます。同様に、SQL Server 2005 Express のコマンドライン SQLCMD ツールと共にタスク スケジューラを使用して、データベースのバックアップや他のデータベース アクセス ジョブなどの SQL Server 2005 Express システムのメンテナンス ジョブを定期的に実行できます。
レプリケーション パブリケーション
SQL Server レプリケーションを使用すると、ユーザーはパブリッシャ - サブスクライバ モデルを使用して、複数のサイトにデータのコピーを保持できるようになります。SQL Server 2005 Workgroup Edition 以上では、3 つの基本的なデータベース レプリケーション タイプ (スナップショット、トランザクション、マージ) をサポートします。名前からわかるように、スナップショット レプリケーションは、パブリッシャからサブスクライバにデータの定期的なコピーを送信することで機能します。トランザクション レプリケーションでは、個々のトランザクションがパブリッシャからサブスクライバに送信される、リアルタイムに近い更新シナリオをサポートします。マージ レプリケーションは、データベース更新のバッチが一緒にマージされ、起こり得るデータ更新の競合の解決に一連のルールが使用される、連結されていないシナリオをサポートするためのものです。MSDE は、レプリケーションをマージするために、パブリッシャとサブスクライバの両方の役割を果たします。ただし、他の SQL Server レプリケーション シナリオはサポートしません。SQL Server 2005 Express はレプリケーション パブリッシャとして機能しませんが、さらに一般的な要件である、マージ パブリケーション、スナップショット パブリケーション、トランザクション パブリケーションに対するサブスクリプションをサポートします。パブリッシャの役割を果たす能力を必要とする、これらの数少ない実装については、MSDE から SQL Server 2005 Workgroup Edition へのアップグレードを検討してください。
MSDE から SQL Server 2005 Express へのアップグレード
MSDE から SQL Server 2005 Express へのアップグレードは、容易なプロセスです。ただし、開始する前に、MSDE インストールの正しいアップグレード パスを判断する際に検討しなければならない、いくつかの重要な考慮事項があります。  

アップグレードの考慮事項
MSDE をアップグレードする際にデータベース管理者が対処しなければならないアップグレードの問題点は少ないとはいえ、MSDE アップグレード計画において、以下のアップグレードの問題点を検討、理解し、説明する必要があります。
· MSDE インスタンスの数
· MSDE インストール方法
· MSDE 言語
MSDE インスタンスの数
MSDE から SQL Server 2005 Express へのデータベース アップグレードを実行する予定のコンピュータには、多数の MSDE インスタンスや、さらには SQL Server 2000 や SQL Server 7.0 の他のエディションのインスタンスが存在する可能性があります。各インスタンスは個別にアップグレードしなければならず、各インスタンスには、異なるアップグレード要件があるかもしれません。たとえば種々のインスタンスは、種々の言語や照合順序を使用する場合があります。あるいは、種々のインストール方法でインストールされている場合があります。 

MSDE から SQL Server 2005 Express へのアップグレードの第 1 ステップは、インストールされている MSDE のインスタンス数を判断することです。1 つのシステムには、16 までの MSDE インスタンスをインストールできます。システム上の MSDE インスタンスの数を判断する場合は、以下のレジストリ キーを検討して、インストールされているインスタンスを判断します。
HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Microsoft SQL 

Server\InstalledInstances

InstalledInstances キーの各エントリは、個々の MSDE インスタンスを示します。
MSDE インストール方法
MSDE インスタンスのインストールに使用された手順は、アップグレードされる MSDE インスタンスに対して利用できるアップグレード方法に影響します。 

· MSI セットアップ - MSDE インスタンスが MSI セットアップでインストールされた場合は、SQL Server 2005 Express インストール プログラムはそのインスタンスを検出し、インプレース アップグレード方法を使用してアップグレードを実行できます。
マージ モジュール - MSDE インスタンスがマージ モジュールを使用してインストールされた場合は、SQL Server 2005 Express インストール プログラムはそのインスタンスを検出せず、インプレース アップグレード方法を使用してアップグレードを実行できません。MSDE がマージ モジュールを使用してインストールされる場合、MSDE は実際に MSDE を利用する別のアプリケーションの一部としてインストールされ、MSDE スタンドアロン インストーラを使用してインストールされません。
MSDE インスタンスが、MSI セットアップでインストールされたかどうかを判断するには、コントロール パネルのプログラムの追加と削除を開いてください。インスタンスが一覧に表示されると、MSI セットアップでインストールされたことになります。一覧に表示されない場合は、アプリケーションの一部としてインストールされ、アプリケーションのインストーラ プログラムで削除する必要があります。
重要 : マージ モジュールを使用してインストールされた MSDE インスタンスは、インプレースでアップグレードできませんが、ユーザー データベースは、このペーパーで後述するように、データベースの切断と接続によって個別にアップグレードできます。
MSDE 言語
MSDE インストールの言語によって、アップグレードの SQL Server 2005 Express の言語が決まります。既存の MSDE インストールの上に SQL Server 2005 Express をインストールして、インプレース アップグレードを実行している場合、SQL Server 2005 Express の言語は MSDE インストールの言語と同じか、英語に設定される必要があります。
注 : ユーザー データベースを MSDE インスタンスから切断し、任意の言語でインストールされた SQL Server 2005 Express インスタンスに接続できます。
インプレース アップグレードの実施
MSDE セットアップ プログラムを使用して MSDE をインストールした場合 ([アプリケーションの追加と削除] のリストに MSDE のエントリが作成される) は、アップグレード手順としてインプレース アップグレードをお勧めします。インプレース アップグレードは、自動的に、すべての MSDE コンポーネントを置き換え、すべてのユーザー データベースをアップグレードします。
MSDE から SQL Server 2005 Express へのインプレース アップグレードを実施するには
4. Windows インストーラ 3.1 をダウンロードしてインストールします。 

Windows インストーラ 3.1 は、SQL Server 2005 Express のために必要です。Windows インストーラ 3.1 は、Microsoft ダウンロード センターからダウンロードすることができます。Windows インストーラ 3.1 をダウンロードしたら、WindowsInstaller-KB893803-v2-x86.exe プログラムを実行してインストールします (Windows インストーラ 3.1 が既に存在する場合は、自動的にインストールが中断します)。このインストールでは、システムを再起動する必要があります。
5. .NET Framework 2.0 をダウンロードしてインストールします。 

.NET Framework 2.0 は、SQL Server 2005 Express のために必要です。.NET Framework 2.0 は、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=47248 からダウンロードすることができます。. .NET Framework 2.0 をダウンロードしたら、dotnetfx.exe プログラムを実行してインストールします。
6. SQL Server 2005 セットアップ プログラムを起動して、事前に必要なソフトウェアをインストールします。 

SQL Server 2005 Express は、SQLEXPR.EXE を実行することによってインストールされます。また、SQL Server 2005 Express Edition with Advanced Services をインストールするには、SQLEXPR_ADV.EXE を実行します。ターゲット システムに、Microsoft SQL ネイティブ クライアントと Microsoft SQL Server 2005 セットアップ サポート ファイルがインストールされ、すべての関連ファイルがコピーされます。
7. システム構成チェックを実施します。 

セットアップ プログラムは、システムがインストールの最低基準を満たしているかどうかの確認と未解決の再起動要件の検出を開始する前に、システム構成チェックを実施します。
システムが構成テストに通らなかった場合は、不合格を示すリンクをクリックして詳細を確認し、必要な是正措置を実施します。
8. 詳細設定オプションを非表示のままにするかどうかを決定します。
既定では、照合順序やサービス アカウントなどを設定するための詳細なダイアログ ボックスは、操作を簡略化するために表示されません。詳細設定ダイアログ ボックスを編集する場合は、[Hide Advance Configuration] チェック ボックスをオフにします。
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図 2 - セットアップ : 詳細オプション
重要 : 既定で、セットアップでは、SQLEXPRESS のインスタンス名を使用してインストールが行われます。MSDE では、ホスト コンピュータ名が使用されます。インスタンス名をホスト コンピュータ名に変更するには、[Advanced] ボタンをクリックします。これによって、セットアップ プログラムが、MSI インストール方法を使用してインストールされたすべてのインスタンスを検出します。インストールされている MSDE インスタンスをアップグレードするには、[Installed Instance] をクリックして、アップグレードする MSDE インスタンスを選択します。 

9. [Feature Selection] ページで、インストールする機能を指定します。 

既定では、このページのいくつかの機能がオフに設定されているため、インストールするコンポーネントを明示的に選択する必要があります。たとえば、既定で、クライアント コンポーネントはインストールされません。クライアント コンポーネントは、スタンドアローン データベースには必要ありませんが、開発システムや、他のデータベース システムにアクセスするシステムには必要です。 

10. [Instance Name] ページで、アップグレードするインスタンスを選択します。
インスタンス名
[Existing Components] ページ (図 3) で、[SQL Server Database Services 8.00.761] チェック ボックスをオンにして、[Next] をクリックします。
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図 3 : 既存のコンポーネントのアップグレード
11. アップグレードするインスタンスに接続するためのセットアップ用のログイン情報を指定します。
通常は、既定の [Windows Authentication] オプションを選択します。 

12. 残りの設定オプションを指定します (通常は、すべて既定値を受け入れます)。
13. [Ready to Install] ダイアログ ボックスで、[Install] をクリックします。 

これで、指定された MSDE のインスタンスが SQL Server 2005 Express にアップグレードされます。
SQL Server 2005 Express インストールの確認
Configuration Manager を使用して、アップグレードされたインスタンスが実行していることを確認します。Configuration Manager を起動するには、[スタート] メニューで [Microsoft SQL Server 2005] プログラム グループを展開して、[構成ツール] を選択し、[SQL Server Configuration Manager] をダブルクリックします。SQL Server Configuration Manager で、SQL Server 2005 サービス ノードを開いて、アップグレードされたインスタンスのエントリをチェックし、そのステータスが実行中であることを確認します。SQL Server サービスが実行中でなかった場合は、そのエントリを右クリックして、コンテキスト メニューから [開始] を選択することによって、手動でサービスを開始することができます。サービスが開始しない場合は、インストールが失敗した可能性があるため、インストールをやり直す必要があります。
並列インストールの実施
インプレース アップグレードは、MSDE から SQL Server 2005 Express へのアップグレードで使用される最も簡単な方法ですが、インプレース アップグレードが使用できない場合があります。 

· インプレース アップグレードが実施できないケース - MSDE がマージ モジュールを使用してインストールされている場合、または、言語や照合順序を変更する場合は、インプレース アップグレードを実施することができません。このようなケースでは、SQL Server 2005 Express と MSDE が同時にインストールされる並列インストールを使用してアップグレードを実施する必要があります。並列アップグレードを実施するには、MSDE データベースをデタッチして、MSDE インスタンスをアンインストールし、SQL Server 2005 の新しいコピーをインストールして、MSDE データベースを新しいインストールに再アタッチします。  

注 : この文書では、データベースのデタッチ、MSDE インスタンスの削除、およびユーザー データベースの新しい SQL Server 2005 Express インスタンスへの再アタッチを並列アップグレードと呼びます。
インプレース アップグレードを実施できないまたは実施しない場合に、MSDE から SQL Server 2005 Express へアップグレードするには
1. 管理者として MSDE システムにログオンし、アップグレードする MSDE のインスタンスが実行中であることを確認します。
2. システム トレイにある SQL Server アイコンの緑色の矢印をチェックします。
3. コマンド プロンプトを開いて、osql を使用してアップグレードするインスタンスに接続します。
Windows 認証を使用して、MSDE のローカルな既定のインスタンスに接続するには、次のコマンドを使用します。
osql -E 

名前付きインスタンスに接続するには、次のように -S スイッチを使用してインスタンス名を指定し、目的の名前付きインスタンスに接続します。
osql -E -S servername\instancename
4. osql コマンド プロンプトで次のコマンドを入力して、MSDE インスタンス上のすべてのデータベースを列挙します。
1> SELECT name FROM master.dbo.sysdatabases WHERE DBID > 6

2> GO
 

これによって、MSDE インスタンス上のユーザー データベースがすべて列挙されます。
5. osql コマンド プロンプトで次のコマンドを入力して、MSDE インスタンス上のユーザー データベースを個別にデタッチします。
1> EXEC sp_detach_db 'database_name'

2> GO

これによって、各ユーザー データベースがオフラインになります。database_name の値を、MSDE から SQL Server 2005 Express へ移動するデータベース名に置き換えます。データベースは、後で、新しい SQL Server 2005 Express インスタンスにアタッチします。 

6. osql コマンド プロンプトで次のコマンドを入力して、osql ユーティリティを終了します。
1> exit

7. システム トレイで SQL Server サービス マネージャを開いて MSDE をシャットダウンします。[サービス] ボックスで、SQL Server サービスを選択し、[停止] をクリックして、[はい] をクリックします。 

注 : サービス アプリケーションまたは NET STOP コマンドを使用して、MSDE インスタンスを停止することもできます。
8. 分散トランザクション コーディネータと SQL Server エージェント サービスが実行中であれば、同じ操作を繰り返します。
9. システムの [コントロール パネル] で [アプリケーションの追加と削除] を開いて、Microsoft SQL Server Desktop Engine という名前のエントリを選択し、[削除] をクリックして、MSDE を削除します。
注 : MSDE が別のアプリケーションの一部としてインストールされている場合は、[アプリケーションの追加と削除] には表示されません。この場合は、そのアプリケーションのインストール プログラムを使用して MSDE を削除します。 

注 : アップグレードする MSDE のインスタンス名と、SQL Server 2005 Express をインストールするインスタンス名が異なる場合は、この手順を後回しにすることができます。
10. Windows インストーラ 3.1 をダウンロードしてインストールします。 


Windows インストーラ 3.1 は、SQL Server 2005 Express のために必要です。Windows インストーラ 3.1 は、Microsoft ダウンロード センターからダウンロードすることができます。Windows インストーラ 3.1 をダウンロードしたら、WindowsInstaller-KB893803-v2-x86.exe プログラムを実行してインストールします (Windows インストーラ 3.1 が既に存在する場合は、自動的にインストールが中断します)。このインストールでは、システムを再起動する必要があります。
11. .NET Framework 2.0 をダウンロードしてインストールします。 


.NET Framework 2.0 は、SQL Server 2005 Express のために必要であり、Microsoft ダウンロード センターからダウンロードすることができます。.NET Framework 2.0 をダウンロードしたら、dotnetfx.exe プログラムを実行してインストールします。
12. SQLEXPR.EXE を実行して SQL Server 2005 Express をインストールするか、SQLEXPR_ADV.EXE を実行して SQL Server 2005 Express Edition with Advanced Services をインストールします。
インストールする新しいインスタンスに適したインストール オプションを選択します。SQLEXPRESS 以外の名前を使用する場合はインスタンス名も指定します。
13. SQL Server 2005 Express をインストールしたら、コマンド プロンプトを開いて、次のコマンドを入力し、Enter キーを押して sqlcmd を起動します。
sqlcmd -E 

このコマンドは、Windows 認証を使用して、SQL Server 2005 Express のローカルな既定のインスタンスに接続します。名前付きインスタンスに接続する場合は、次のように -S スイッチを使用してインスタンス名を指定します。
sqlcmd -E -S servername\instancename
14. sqlcmd コマンド プロンプトで次のコマンドを入力して、MSDE インスタンスからデタッチされたユーザー データベースを個別にアタッチします。
1> EXEC sp_attach_db 'database' , 'C:\Program Files\Microsoft SQL 

Server\MSSQL\Data\database_data_filename.mdf', 'C:\Program 

Files\Microsoft SQL Server\MSSQL\Data\database_log_filename.LDF'

2> go

database_data_filename と database_log_filename の値を、以前の MSDE インストールからデタッチされたユーザー データベースからのデータベース ファイル名で置き換えます。この例は、MSDE で使用される既定のインストール パスを示しています。インストールでカスタム パスを使用した場合は、そのパス値を指定する必要があります。デタッチされたユーザー データベースごとにこの操作を繰り返します。
15. 「exit」と入力して Enter キーを押し、sqlcmd ユーティリティを終了します。
16. 「構成変更の実施」で説明する必要なプロトコルを有効にします。 

他のエディションの SQL Server 2005 への MSDE のアップグレード
MSDE と SQL Server 2005 Express のコアなデータベース機能は似ていますが、機能セットと制限事項に違いがあります。このような違いや、SQL Server 2005 Express の機能セット以外の機能に関して提示された要件によっては、他のエディションの SQL Server 2005 を選択する必要があります。次の表は、SQL Server 2005 の各エディションの主な特徴を比較したものです。
	スケーラビリティとパフォーマンス

	特徴
	Express
	Workgroup
	Standard
	Enterprise

	CPU 数
	1
	2
	4
	制限なし

	*マルチコア プロセッサのサポートを含む

	RAM
	1 GB
	3 GB
	OS の最大メモリ サイズ
	OS の最大メモリ サイズ

	64 ビット サポート
	WOW
	WOW
	可能
	可能

	データベース サイズ
	4 GB
	制限なし
	制限なし
	制限なし

	

	高可用性

	データベース ミラーリング
	不可
	不可
	可能
	可能

	*高速フェールオーバーと自動クライアント再接続機能を含む

	フェールオーバー クラスタリング
	不可
	不可
	可能
	可能

	バックアップ ログ配布
	不可
	可能
	可能
	可能

	

	統合と相互運用性

	インポート/エクスポート
	不可
	可能
	可能
	可能

	Integration Services 
(基本的な変換)
	不可
	不可
	可能
	可能

	*グラフィカルな抽出、変換、およびロード (ETL) を含む

	Integration Services 
(高度な変換)
	不可
	不可
	不可
	可能

	*データ マイニング、テキスト マイニング、およびデータ クレンジングを含む.

	マージ レプリケーション
	サブスクライバのみ
	可能
	可能
	可能

	トランザクショナル レプリケーション
	サブスクライバのみ
	可能
	可能
	可能

	

	ビジネス インテリジェンス

	レポート サーバー
	Advanced Services Edition で、または、Web ダウンロードとして利用可能
	可能
	可能
	可能

	レポート ビルダ
	不可
	可能
	可能
	可能

	レポーティング データ ソース
	リレーショナルのみ
	可能
	可能
	可能

	BI Development Studio
	レポート デザイナのみ
	レポート デザイナのみ
	可能
	可能

	Analysis Services
	不可
	不可
	可能
	可能


以降のセクションは、他のエディションの SQL Server 2005 へアップグレードする必要があるかどうかの判断に役立ちます。
SQL Server 2005 Workgroup Edition へのアップグレード
SQL Server 2005 Workgroup Edition は、SQL Server 2005 の製品ラインの中で SQL Server 2005 Express の次に高度なバージョンです。SQL Server 2005 Workgroup Edition は、スモール ビジネス向けのエントリレベルのデータベース サーバーとして動作するように設計されています。SQL Server 2005 Express よりも多くのメモリとプロセッサをサポートし、データベース サイズの制限がありません。SQL Server 2005 Workgroup には、SQL Server Management Studio のフルバージョンの他に、SQL エージェント、SQL プロファイラ、インポート/エクスポート ウィザードなどのその他の SQL Server データベース管理ツールが含まれています。SQL Server 2005 Workgroup Edition は、可用性を向上させるバックアップ ログ配布を実施したり、スナップショット レプリケーション、トランザクショナル レプリケーション、およびマージ レプリケーション用のレプリケーション パブリッシャおよびサブスクライバとして動作することもできます。
以下のシナリオでは、SQL Server 2005 Workgroup Edition へのアップグレードが不可欠です。 

SQL Server 2005 Express のサポート レベルを上回る RAM 要件
MSDE は最大 2 GB の RAM と 2 個のプロセッサをサポートしますが、SQL Server 2005 Express は 1 GB の RAM と 1 個のプロセッサしかサポートしません。まれに、1 GB を超える RAM が必要な MSDE アプリケーションがあります。この場合は、SQL Server 2005 Workgroup Edition へのアップグレードを検討する必要があります。 

MSDE の RAM 使用を簡単にチェックするには
14. Ctrl + Alt + Del キーを押します。
15. タスク マネージャを開きます。
16. sqlservr.exe プロセスの [メモリ使用量] 列をチェックします。
SQL Server 2005 Express のサポート レベルを上回るプロセッサ要件
MSDE は 2 個のプロセッサをサポートするのに対して、SQL Server 2005 Express は 1 個のプロセッサしかサポートしませんが、これは SQL Server 2005 Workgroup Edition へ移行する理由にはなりません。ほとんどの場合、より高性能のプロセッサへのアップグレードによって、コスト効率が良くなります。SQL Express は、マルチスレッドとマルチコア プロセッサもサポートします。
SQL Server 2005 Express のサポート レベルを上回るデータベース サイズ要件
SQL Server 2005 Express ではなく SQL Server Workgroup Edition への移行を検討するもう一つの理由は、4 GB を超える規模のデータベースをサポートすることです。MSDE で提供される 2 GB の最大データベース容量の倍に相当する SQL Server 2005 Express の 4 GB のデータベース容量が必要なアップグレード シナリオはほとんどありません。ただし、提示された要件が 4 GB を超えるまれなケースでは、データベース容量に制限のない SQL Server Workgroup Edition の方が望ましいアップグレード パスになります。
高度なデータベース機能に関する要件
SQL Server Workgroup は、次のような高度なデータベース機能が必要な場合に最良のアップグレード選択になります。
· SQL エージェント。MSDE と同様に、SQL Server Workgroup Edition には、データベースによる自動ジョブ実行を可能にする SQL エージェント コンポーネントが含まれています。
· インポート/エクスポート ウィザード。SQL Server 2005 Express と同様に、SQL Server Workgroup Edition には、SQL Server Integration Services のフル機能は実装されていません。ただし、基本的なインポート/エクスポート ウィザードは含まれています。 

· レプリケーション パブリッシング。SQL Server 2005 Express は、レプリケーション サブスクライバとして動作することしかできません。SQL Server Workgroup Edition は、トランザクションナル レプリケーションとマージ レプリケーション両方のパブリッシャとして動作することができます。
SQL Server 2005 Standard Edition へのアップグレード
MSDE から SQL Server 2005 Standard Edition へのアップグレードを検討する理由の 1 つは、将来のデータベース要件が、SQL Server 2005 Express Edition または SQL Server 2005 Workgroup Edition で使用可能な機能または機能セットを上回る可能性を予測していることです。将来のデータベース要件が 3 GB の RAM を超える可能性がある場合、データベースのサイズを 4 GB よりも大きくする必要がある場合、または、アプリケーション用に最大 4 個のプロセッサが必要な場合には、SQL Server 2005 Standard Edition へのアップグレードを検討してください。
また、ビジネス インテリジェンス機能が必要な場合も MSDE から SQL Server 2005 Standard Edition へのアップグレードを検討してください。SQL Server 2005 Express Edition や SQL Server 2005 Workgroup Edition と違って、SQL Server 2005 Standard Edition では、Analysis Services、Integration Services、Notification Services、および Reporting Services を含む完全な BI 機能セットが提供されます。
SQL Server 2005 Enterprise Edition へのアップグレード
MSDE データベースは SQL Server 2005 Enterprise Edition と完全に互換性があるため、ほとんどの MSDE ユーザーはアプリケーションを SQL Server 2005 Enterprise Edition に移行する必要がありません。SQL Server 2005 Enterprise Edition は、他のエディションの SQL Server 2005 を上回るスケーラビリティ、可用性、およびビジネス インテリジェンス機能を提供します。たとえば、サポートする CPU の数に制限がありません。また、大規模なデータベース テーブルのパーティション分割をサポートしており、高度なデータ マイニング アルゴリズムの他に、オンライン ページやファイルの復元機能を提供して、エンタープライズ レベルの可用性を向上させます。MSDE から SQL Server 2005 Enterprise Edition への移行は、最高レベルのスケーラビリティや高度な機能が必要なアプリケーションに対してのみ要求される可能性があります。 

構成変更の実施
MSDE でネットワーク アクセスの有効化などの構成オプションをセットアップまたは変更するには、一連のコマンドライン パラメータを指定してセットアップ プログラムを実行するか、手動でレジストリを変更する必要があります。構成変更を容易にするために、SQL Server 2005 Express にはグラフィカルな SQL Server Configuration Manager が含まれています。SQL Server Configuration Manager を使用すれば、SQL Server 2005 Express のさまざまな構成オプションを表示および管理することができます。
ネットワーク プロトコルの有効化
SQL Server 2005 Express の既定のインストールでは、ローカル アクセスのみが可能な共有メモリは有効にされますが、名前付きパイプ プロトコルと TCP/IP プロトコルは無効にされます。データベースのインストールでネットワーク アクセスが必要な場合は、次の手順を実行します。
ネットワーク アクセスを有効にするには
17. SQL Server Configuration Manager を起動します。
18. SQL Server 2005 ネットワークの構成ノードを展開します。
19. [SQLEXPRESS のプロトコル] を選択します。
20. プロトコルを有効にするには、図 4 のように、そのプロトコルを右クリックして、コンテキスト メニューから [Enable] を選択します。
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図 4 - ネットワーク構成
TCP/IP プロトコルまたは名前付きパイプ プロトコルを有効にすれば、SQL Server 2005 Express でネットワーク アクセスが可能になります。ただし、環境によっては、さらに検討が必要な場合があります。最初に、SQL Server ブラウザ サービスを有効にする必要があります。SQL Server ブラウザ サービスは、SQL Server 2005 Express インスタンスがリッスンするネットワーク ポートを特定します。
SQL Server ブラウザ サービスのスタートアップの種類を自動に変更するには
21. SQL Server 2005 Surface Area Configuration ユーティリティを使用して、SQL Server ブラウザ サービスを起動することができます。[スタート] メニューを開いて、[プログラム]、[SQL Server 2005]、[構成ツール]、[SQL Server Surface Area Configuration] を順に選択します。
22. SQL Server 2005 Surface Area Configuration ユーティリティで、[Surface Area Configuration for Services and Connections] を選択します。
23. [Select a component, and then configure its services and connections] ボックスで、[SQL Server Browser] を選択します。
24. [Startup Type] を [Automatic] に変更して、[Start] をクリックします。
また、SQL Server 2005 Express を実行しているシステムがファイアウォールを使用している場合は、SQL Server 2005 Express に接続できるようにファイアウォールを構成する必要があります。SQL Server 2005 Express の既定の TCP ポートは 1433 です。SQL Server ブラウザは、UDP ポートの 1434 でリッスンします。ファイアウォールを伴う SQL Server 2005 Express の使用方法については、マイクロソフト サポート技術情報の記事 914277 http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ja-jp;914277 (http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ja-jp;914277) を参照してください。
サービス アカウント
ネットワーク サービス アカウントを使用するか、Windows ドメイン ユーザー アカウントを選択することによって、SQL Server 2005 Express をインストールするときに、SQL Server 2005 Express サービスの起動方法を指定することができます。これは、ローカル サービス アカウントが使用される、Windows 2000 以外のすべてのオペレーティング システムに適用されます。ローカル サービス アカウントは、MSDE の既定の選択でもあります。
ネットワーク サービス アカウントは、ローカル サービス アカウントよりも安全です。ローカル サービス アカウントには、管理者と同様の権限が与えられます。ただし、不正なアクセスからこのアカウントを保護するための防御手段として、ローカル サービス アカウントはネットワーク接続が制限されます。SQL Server 2005 Express で使用されるネットワーク サービス アカウントの権限はそれよりはるかにレベルが低いため、より安全なネットワーク アクセスが実現します。インストールしている SQL Server 2005 Express インスタンスが複数のネットワーク ユーザーからアクセスされる場合は、Windows ドメイン アカウントを使用して SQL Server 2005 Express を実行する必要があります。これによって、SQL Server 2005 Express のデータベース サービスで使用されるセキュリティ設定をより明示的に制御することができます。
SQL Server 2005 Express アプリケーションの展開
SQL Server 2005 Express では、アプリケーションの展開が容易になりました。MSDE に組み込まれたアプリケーションを使用してアプリケーションを展開するには、次の 3 つの段階が必要でした。
· MSI パッケージを作成する。
· MSDE マージ モジュールをマージする。
· セットアップを実行してカスタム アプリケーションと MSDE をインストールする。
マージ モジュールを使用して展開しなければならないところが、MSDE の問題点です。SQL Server 2005 Express では、この機能を使用しません。その代わり、SQL Server 2005 Express には、カスタム アプリケーションにバンドルすることが可能なセットアップ実行ファイルが含まれています。この実行可能ファイルにはコマンドライン パラメータを指定することができるため、インストール オプションをカスタマイズすることができます。
コマンドライン インストール
SQL Server 2005 Express は、グラフィカルなセットアップ プログラムを使用してインストールできるだけでなく、コマンドラインからインストールすることもできます。コマンドラインから SQL Server 2005 Express をインストールする場合は、さまざまなセットアップ オプションを明示的に制御することができます。実行可能ファイルを呼び出して、コマンドライン上の一連のパラメータを渡すことができます。または、template.ini という名前のファイルにパラメータを設定し、そのファイル名をコマンドライン パラメータとして setup.exe 実行可能ファイルに渡すことができます。 

SQL Server 2005 Express のインストール用に指定可能な重要なコマンドライン パラメータには次のものが含まれます。
ADDLOCAL – 必須パラメータで、インストールする SQL Server 2005 Express コンポーネントを指定します。ADDLOCAL=ALL を指定すると、SQL Server 2005 Express のすべてのコンポーネントがインストールされます。
指定可能な SQL Server 2005 Express 関連コンポーネントを次の表に示します。
	ADDLOCAL パラメータ
	説明

	SQL_Engine
	SQL Server 2005 Express データベースと SQL ブラウザ サービスをインストールします。

	SQL_Data_Files
	master、リソース データベース、および tempdb を含む SQL Server 2005 Express データベースをインストールします。

	SQL_Replication
	SQL Server 2005 Express のレプリケーション サポートで使用されるコンポーネントをインストールします。

	SQL_FullText
	全文検索で使用されるコンポーネントをインストールします。
(SQL Server 2005 Express with Advanced Services のみ)

	RS_Server
	Reporting Services で使用されるコンポーネントをインストールします。
(SQL Server 2005 Express with Advanced Services のみ)

	RS_Web_Interface
	Report Manager 用のコンポーネントをインストールします。
(SQL Server 2005 Express with Advanced Services のみ)

	Client_Components
	クライアントとサーバー間の通信用コンポーネントと、ODBC と OLE DB 用のネットワーク ライブラリをインストールします。sqlcmd ユーティリティ、SQL Server Configuration Manager、および Surface Area Configuration ツールが含まれます。

	Connectivity
	モデル デザイナとプログラマ用のリソースを含む SDK をインストールします。SQL Server 管理オブジェクト (SMO) とレプリケーション管理オブジェクト (RMO) が含まれます。

	SDK
	Business Intelligence Development Studio コンポーネントをインストールします。

	SQL_SSMSEE
	SQL Server Management Studio Express Edition コンポーネントをインストールします。
(SQL Server 2005 Express with Advanced Services のみ)


REMOVE – 削除する SQL Server 2005 Express コンポーネントを指定します。ADDLOCAL と同様に、REMOVE=ALL を指定すると、SQL Server 2005 Express が完全にアンインストールされます。
UPGRADE – MSDE から SQL Server 2005 Express へアップグレードすることを指定します。1 台のコンピュータに最大 16 個の MSDE インスタンスをインストールすることができるため、UPGRADE パラメータを使用する場合は、アップグレードする MSDE インスタンス名を指定する必要があります。たとえば、UPGRADE=SQL_Engine INSTANCENAME=MyMSDE のように指定します。
SQL Server 2005 Express のコマンドライン インストール オプションの使用に関する詳細については、http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/ms144259.aspx にある SQL Server Books Online のヘルプ トピック「コマンド プロンプトから SQL Server 2005 をインストールする方法」を参照してください。. 

ClickOnce 展開
Visual Studio 2005 で採用された ClickOnce テクノロジを使用すれば、SQL Server 2005 Express とカスタム アプリケーションを別々に展開することができます。ClickOnce は、.NET Framework 2.0 に組み込まれた新しい機能です。ClickOnce を使用すれば、アプリケーション ファイル、SQL Server 2005 Express、および .NET Framework 2.0 を 1 つの展開パッケージにバンドルすることによって、カスタム アプリケーションを 1 台のコンピュータに展開することができます。 

ClickOnce を使用してアプリケーションを展開するには、Visual Studio 2005 でアプリケーションを作成して、[Build] メニューから [Publish] オプションを選択する必要があります。発行ウィザードを通して、アプリケーションの展開場所、アプリケーションのインストール方法 (Web サイト、ファイル共有、CD/DVD)、アプリケーションで更新をチェックするかどうかなどの展開設定を行います。発行ウィザードを完了すると、圧縮されたデータ ファイルやセットアップ インストーラを含むファイルが展開ディレクトリに配置され、カスタム アプリケーションの配布に使用することができます。
ライセンス
MSDE と SQL Server 2005 Express は共に無料でダウンロードすることができます。SQL Server 2005 Express は誰でも自由にダウンロードすることができ、他の Microsoft 製品に対するライセンスも必要ありません。アプリケーションを使用して SQL Server 2005 Express を再配布するには、再配布権を登録する必要があります。この登録も無料で行うことができます。また、
Register for SQL Server Express Edition Redistribution Rights Web ページ (英語) (http://www.microsoft.com/sql/editions/express/redistregister.mspx) で登録することができます。 

SQL Server 2005 Express の再配布権を登録するには、次の手順を実行する必要があります。
· SQL Server 2005 Express Edition の再配布に関する使用許諾契約書 (EULA) の内容を確認します。
· SQL Server 2005 Express の再配布に関する EULA のコピーを印刷して保管します。
· SQL Server 2005 Express の再配布権を登録します。
まとめ
SQL Server 2005 Express は、MSDE の一歩先を進んでいます。SQL Server 2005 Express のコアなリレーショナル データベース エンジンは、MSDE の機能をはるかに上回っています。SQL Server 2005 Express は、CLR データベース オブジェクトの構築、新しい XML と varbinary(max) データ型、Reporting Services、グラフィカルな管理コンソールなどのサポートを含む、他の SQL Server 2005 ファミリと同じ機能セットをサポートします。SQL Server 2005 Express 上でアプリケーションを構築するアプリケーション開発者にとってさらに重要な点は、MSDE に比べて、データベースの理解、インストール、および展開が容易なことです。MSDE ワークロード ガバナが削除され、1 GB の RAM と 1 個の CPU という、より分かりやすいシステム制限で置き換えられたことによって、システムの調整と容量設計が容易になります。ユーザー インスタンスのサポートと、接続文字列経由のデータベースのアタッチ機能によって、MSDE に比べて、SQL Express アプリケーションの展開がよりシームレスに実行することができます。MSDE にあって SQL Server 2005 Express にはない機能がいくつかありますが、これらの機能は大部分のインストールで使用されなかったものであり、回避方法が用意されています。たとえば、SQL Server 2005 Express に組み込まれていない DTS ランタイムは、Microsoft ダウンロード センターからダウンロードすることができます。SQL Server 2005 Express は、DTS ランタイムを使用して、DTS パッケージを実行することができます。
さらに、無料で配布可能であることを考慮すれば、SQL Server 2005 Express が既存の MSDE ベースのアプリケーションのアップグレードに最良の選択であることは明らかです。
SQL Server 2005 Express Edition は、Microsoft SQL Server 2005 Express Edition Web サイト (英語) (http://msdn.microsoft.com/vstudio/express/sql/) からダウンロードすることができます。
